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2025年版中小企業白書・小規模企業白書
　中小企業庁より公表された2025年版中小企業白書・小規
模企業白書について、その概要をご紹介します。
　詳細は、中小企業庁ホームページ（右記二次元コード）を
ご確認ください。

中小企業白書・小規模企業白書の方向性
　　◆�円安・物価高の継続や「金利のある世界」の到来による生産・投資コスト増、構造的な人手不足

など、中小企業・小規模事業者が直面する状況は依然として厳しい。一方、地域経済・日本経済
全体の成長の観点からも、雇用の７割を占める中小企業・小規模事業者への期待は大きい。地域
コミュニティ・経済・文化・課題解決の担い手として、地域経済基盤を維持し、地域のニーズに
細やかに対応する役割も期待されている。

　　◆�激変する環境において、従来のやり方では現状維持も困難であり、自社の現状を把握して適切な
対策を打つ力が必要。中小企業・小規模事業者が課題を乗り越え、成長・持続的発展を遂げるに
当たって重要となる、経営者の「経営力」を中心に、事例を交えつつ分析を行った。

中小企業・小規模事業者の動向
　　◆�円安・物価高の継続や30年ぶりの金利上昇は、輸出より輸入比率が高く借入金依存度も高い中

小企業・小規模事業者に、利益下押しのリスク。 
　　◆�2024年の春季労使交渉では、約30年ぶりの賃上げ率を達成も、大企業との差は拡大。労働分配

率は８割近く、更なる賃上げ余力も厳しい状況。 
　　◆�殆どの業種で深刻な人手不足にあり、業績改善なき賃上げも増えており、コストカット戦略は限

界。営業利益向上による賃上げ余力の創出が必要。そのため、積極的な設備投資・デジタル化と、
適切な価格設定・価格転嫁の推進により、労働生産性を高めていくことが重要。 

　　◆�倒産・休廃業は足下で増加。後継者不在率は減少傾向にあるが、経営者年齢は依然高い水準で推
移しており、事業承継に向けた取組が必要。

中小企業・小規模事業者の成長・持続的発展に向けて有効な取組
　　◆�「経営力」について、３つの要素に分けて分析を行ったところ、経営者の「経営力」の向上が重要

であることを確認できた。 
　　　　A）個人特性面：�異業種・広域ネットワークで他の経営者と交流し、学び直しに取り組む経営

者の成長意欲の高さは業績向上に寄与する。 
　　　　B）戦略策定面：�経営計画策定・実行、差別化や市場環境を意識した適切な価格設定を行う戦

略的経営は業績向上や賃上げ・投資を促進する。
　　　　C）組織人材面：�経営理念、業績・経営情報の共有を重視するオープンな経営は業績向上に寄

与する。賃上げ、社内コミュニケーション円滑化、働き方・職場環境改善など、
従業員を大切にする人材経営は従業員の確保・維持に貢献する。

　　◆�中小企業では、売上高規模ごとに「成長の壁」の打破が必要。成長の加速段階では、経営者にな
いスキルを持つ補完型人材確保や、経営者の職務権限分散による一人経営体制の克服が重要。売
上高100億円以上では、拡大する組織を経営者と共に支える経営人材やDX人材の確保が重要。
また、企業規模拡大には、積極的なM＆Aやイノベーション、海外展開の推進が有効な手段。 

　　◆�小規模事業者では、事業規模・商圏が限られる中、差別化による独自の強みの創出が重要。経営
計画策定等を通じ、経営者のリテラシーを高め、経営の振り返りと改善のサイクルを通じた「経
営の自走化」を目指すことも重要。地域の社会課題解決事業を担うビジネスの推進も重要。
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